
行 革改政 5 ヵ年の推進結果報告

5 年間で約 16億の財政効果並びに業務改善に取り組みました
　本市では、平成 18 年 9 月に策定した「行方市行政改革大綱及び集中改革プラン」に基づき、社会経済事情

の変化に的確に対応し、最小の経費で最大の効果をあげることのできる行政運営を推進するため、平成 18 年

度から平成 22 年度の５カ年を計画期間とする行政改革に取り組んでまいりましたが、期間満了に伴い取組状

況がまとまりましたので報告いたします。

■行政改革（集中改革プラン）取組状況一覧

区　　　分 実　　施　　項　　目 主 な 取 組 み

１ 事務事業の再編・整理

１．行政評価システムの導入

○事務事業評価の実施 

○組織機構のスリム化と機能強化 

○白帆荘運営廃止 

○老人いこいの家運営廃止 

○幼・小中学校の統廃合 

○玉造給食センター閉鎖 

○補助金検討委員会の設置 

○公益法人等の運営自立促進 

○各種団体の合併促進 

○人事評価制度構築 

○まちづくりサポーター推進 

○メールマガジンの配信

２．組織機構の継続的な見直し

３．白帆荘の運営の見直し

４．北浦荘・老人いこいの家の運営の見直し

５．教育施設の配置及び利活用

６．補助金等評価・決定システム

７．補助金交付団体の運営自立促進

８．類似団体の合併促進

９．人事評価システム

10．ＮＰＯ・ボランティア団体との協働

11．地域情報化の推進

２  民 間 委 託 等 の 推 進
12．民間委託の推進 ○給食センター調理・配送部門の委託

○�観光物産館・北浦荘・白帆の湯等
への指定管理者制度導入13．指定管理者制度の導入

３  定 員 管 理 の 適 正 化 14．市の職員数の適正化 〇採用抑制等による人員削減
○昇給抑制
〇特別職給与等の削減
○管理職手当の削減４  給 与 の 適 正 化 15．給与等の適正化

５ 経費節減などの財政効果

16．支出の抑制
○非常勤特別職の報酬改正 

○前納報奨金廃止 

○管理委託契約の一括化 

○ IT コーディネーターによる総点検 

○保守点検の見直し 

○市税等の収納対策の強化 

○補助金削減・手数料等見直し 

○有料広告（広報紙等）料の確保 

○遊休市有地の売却及び貸付

17．コンピューター関連の総点検

18．市債削減計画

19．税などの収納率の向上

20．広告料などの新たな歳入の確保

21．市単独補助の見直し

22．使用料・手数料等の見直し

23．遊休市有地の処分

６  地 方 公 営 企 業 24．上下水道の財政健全化 ○料金の統一及び改定 
○維持管理費の削減
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区分 主な効果額（単位：万円）
H18 H19 H20 H21 H22 合計

事務事業 2,330 6,690 9,020

民間委託 3,835 722 4,360 8,917

定員管理・給与適正 14,579 9,414 19,669 13,057 658 57,377

経費節減 4,443 10,192 15,309 18,004 1,835 49,783

地方公営 8,546 10,001 2,134 268 20,949

歳入確保 1,735 4,440 3,439 692 7,126 17,432

効果額合計 23,087 36,427 49,140 40,577 14,247 163,478
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図
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検
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取
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。
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詳
し
い
内
容
は
市
ホ
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に
掲
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ま
す
。

http://w
w

w
.city.nam

egata.ibaraki.jp/

【
問
い
合
わ
せ
】

秘
書
課
（
麻
生
庁
舎
）

℡　

０
２
９
９-

７
２-

０
８
１
１
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こ
れ
は
市
の
「
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
様
に
職
員
の
任
用
や
勤
務
条
件

を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

職員数 職員の任免及び職員数に関する状況

採用者・任用替職員数（平成 23 年４月１日）
区分 試験採用 選考採用 任用替 計

一般行政職 6 0 0 6
技能労務職 0 0 0 0

計 6 0 0 6

退職者数（平成 23 年 3 月 31 日）
区分 定年 勧奨 その他 計

一般行政職 10 6 1 17
技能労務職 4 0 0 4

計 14 6 1 21

年齢別職員数の状況（平成 23 年４月１日）
区分 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 計
男性 0 15 80 71 79 245
女性 0 12 31 36 68 147

計 0 27 111 107 147 392

部門別職員数の推移（各年 4 月１日）
区分 Ｈ 23 Ｈ 22 増減数

一般行政部門 268 273 -5
教育部門 84 93 -9

公営企業等 40 41 -1
総合計 392 407 -15

※教育長を除く

給　与 職員の給与の状況

平均給料月額及び平均年齢（平成 23 年４月１日）
区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 ３２９，０００円 44.5 歳
技能労務職 ３０３，７００円 51.9 歳

初任給の状況（平成 23 年４月１日）

一般行政職
大学卒 １７２，２００円
短大卒 １５２，８００円
高校卒 １４０，１００円

経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 23 年４月１日）
経験年数 10 ～ 15 年未満 15 ～ 20 年未満 20 ～ 25 年未満

一般行政職
大学卒 ２６７，７００円 ３１２，７００円 ３４２，６００円
短大卒 ２６６，０００円 ２９７，２００円 ３２８，３００円
高校卒 ２５６，１００円 ２７５，５００円 ３１３，６００円

特別職の報酬等の状況（平成 23 年４月１日）
区分 給料月額 期末手当 区分 報酬月額 期末手当

給料
市長 ７７５，０００円 ６月期　1.4 月分

12 月期　1.55 月分
計　2.95 月分

報酬
議長 ３１５，０００円 ６月期　1.60 月分

12 月期　1.75 月分
計　3.35 月分

副市長 ５９８，０００円 副議長 ２６５，０００円
教育長 ５４６，０００円 議員 ２４９，０００円

※副市長については現在不在です。

勤務時間 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

勤務時間（平成 23 年４月１日）
区　　分 状　　　況

正規の勤務時間 １週間あたり 38 時間 45 分
開始・終了時間 開始　8：30　終了　17：15

休憩時間 12：00 ～ 13：00

職員研修の状況（平成 22 年度）
研修区分 受講人数
基本研修 　２５名
専門研修 　２１名
自主研修 ２９６名

計 ３４２名

7 級

6 級

5級

4級

3級

2級

1級

15％

39％

24％

11％11％

4％ 2％ 5％

分限及び懲戒処分の状況（平成 22 年度）
処分の種類 件数

分限処分
降任 0
休職 5
免職 0

懲戒処分

戒告 0
減給 0
停職 0
免職 1

市長公室長、部長、教育次長、議会事務局長、会計管理者

課長

参事・課長補佐等

係長・主任教諭等

係長・主幹等

主任・技師等

主事・技手等

級別職員数（平成 23 年 4 月 1 日）
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住宅の「り災証明書」発行状況（被害程度別割合）

※住宅以外を含む申請総数 3,066 件　　　　　　　平成 23 年 8月 19 日現在

全壊
４％

大規模半壊
５％

半壊
15％

一部損壊
76％

【発行数　　2,468 件】
全　　壊　　104 件
大規模半壊　　117 件
半　　壊　　381 件
一部損壊　1,866 件

住宅の地域別「り災証明書」発行状況

平成 23 年 8月 19 日現在
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東日本大震災による「り災証明書」発行状況東日本大震災による「り災証明書」発行状況東日本大震災による「り災証明書」発行状況東日本大震災による「り災証明書」発行状況東日本大震災による「り災証明書」発行状況
　平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災から半年が過ぎよう

としていますが、未だ市内には震災の爪痕が深く残っている

状況です。市内全域に及ぶ被害を元の姿に戻すのは容易では

ありませんが、早期復興に向け着々と復旧作業を進めてまい

ります。
【り災証明状況】

　震災で建物に被害を受けた皆様からの「り災証明書」交

付申請件数は、平成 23 年 8 月 19 日現在で 3,066 件、うち

住宅に対する申請件数は 2,607 件ありました。発行された

り災証明書のうち 24％（602 件）の住宅に「半壊」以上の

被害認定がなされております。

＊申請はお早めに！
　震災から日数が経過するほど、被害認定が困難になり

ます。場合によっては、「り災証明書」が発行できないこ

ともあります。申請を希望される方は、できるだけお早

めに手続きをお願いします。

　【「り災証明書」申請に必要なもの】

　　・被害箇所の写真・位置図・認め印

【問い合わせ先】

総務課防災交通グループ（り災担当）（麻生庁舎）

電話 0299-72-0811

　市内３地域（麻生、北浦、玉造）の申請件数を比較すると、およそ世帯数に比例しており、市内全域に被

害があったものと推察できます。このうち「半壊」以上の被害は、霞ヶ浦（西浦、北浦）沿岸や河川、水田など

の水気の多い地域に集中しており、「液状化」などの地盤被害が多く見受けられます。

　建物の被害認定調査は、国（内閣府）の「災害に係る住家の被害認定基準運用指針」に基づいて実施しております。国は、

広域にわたる液状化などの地盤被害を踏まえ、平成 23 年 5 月に被害認定基準を緩和しました。これにより、以前の調

査票を見直し、新基準としての再認定を完了しております。

被
災
に
よ
り

一
時
的
に
住
宅
を
借
り
た
い
方
へ

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
市
民

の
方
々
に
対
し
て
、
市
が
民
間
賃
貸
住

宅
を
借
上
げ
て
提
供
し
ま
す
。

対
象
者
（
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
）

１
、
全
壊
ま
た
は
半
壊
（
半
壊
に
つ
い

　

て
は
、
半
壊
と
認
定
を
受
け
た
住
家

　

で
取
り
壊
さ
ざ
る
を
得
な
い
住
家
）　

　

と
な
る
住
宅
被
害
を
受
け
た
世
帯

※「
り
災
証
明
書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

２
、
自
ら
の
資
産
で
住
宅
を
得
る
こ
と

　
　

が
で
き
な
い
方

使
用
許
可
期
間

６
ヵ
月
（
状
況
に
応
じ
最
長
２
年
間
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

℡　

０
２
９
９-

５
５-

０
１
１
１
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　茨城県では、平成 23 年 10 月よりショッピングセンターや公共施設などの身障者等用駐車場について、対
象者に利用証を交付することにより、利用できる方（車）を明らかにし、本当に必要としている方が利用しや
すい環境の整備を図るため、『いばらき身障者等用駐車場利用証制度』が開始されます。なお、当制度利用の
ためには、申請が必要となります。
【申請受付】　平成 23 年 10 月 3 日（月）から申請の受付を始め、原則として、即日交付します。
【利用範囲】　茨城県内全域
【申請場所】　（麻生・北浦庁舎）総合窓口課　　（玉造庁舎）　社会福祉課
【必要書類】　※写しでも可　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、介護保険被保険者証、
　　　　　　　　　　　　　一般特定疾患医療受給者証、小児慢性特定疾患受診券、母子健康手帳
○代理申請の際は、運転免許証、健康保険証、学生証などの代理人の本人確認ができるものが必要となります。

　65 歳以上の方に平成 23 年度の介護保険料額決定通知書・介護保険料納入通知書をお送りしました。
　これは、平成 23 年度の住民税が確定したことにより、本年度の介護保険料を再計算し、決定したものです。
各通知書では、決定された年間保険料から、仮算定期間保険料を引いた額を、月割り計算しています。この制度は、
みなさんの保険料と公費で運営され、保険料を納めることで、介護が必要になったとき、安心してサービスを
利用することができます。
【保険料の納付月】＊保険料の年額を年６回で納付
◇４月（１期）◇６月（２期）→仮算定期間
◇８月（３期）◇ 10 月（４期）◇ 12 月（５期）◇翌２月（６期）→本算定期間
【保険料の納入方法】
＊特別徴収　�老齢年金や退職年金などの支給額が年額 18 万以上の方は、２ヵ月ごとに支払われる年金から自

動的に２ヵ月分の保険料が天引きされます。
＊普通徴収　�特別徴収の対象とならない方は、年金額が年額 18 万円未満の方や、年金の種別が老齢・退職共済・

障害・遺族年金以外の方
（納め方）市から送付する納付書または口座振替によりお支払いください。なお、年度途中で転入された方や

65 歳になった方は特別徴収の対象であっても、しばらくの間は普通徴収となります。

身体障害者手帳をお持ちの方 精神障

害者保

健福祉

手帳

療育

手帳

難病

患者

高齢

者

妊産

婦
等　　級

1 2 3 4 5 6 7
視覚障害 ○ ○ ○ ○

１
級
に
該
当
す
る
方

障
害
の
程
度
が
、
Ａ
又
は
Ⓐ
の
方

一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
又
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
受
診
券
を
お
持
ち
の
方

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
等
が
、
要
介
護
１
以
上
の
方

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、
妊
娠
７
カ
月
～
産
後
６
カ
月
の
方

聴覚障害 ○ ○
平衡機能障害 ○ ○
上肢機能障害 ○ ○
下肢機能障害 ○ ○ ○ ○ ○ ○
体幹機能障害 ○ ○ ○ ○

乳幼児期以前の非
進行性脳病変によ

る運動機能障害

上肢機能障害 ○ ○
移動機能障害 ○ ○ ○ ○ ○ ○

心臓機能障害 ○ ○ ○
じん臓機能障害 ○ ○ ○
呼吸器機能障害 ○ ○ ○

ぼうこう又は直腸機能障害 ○ ○ ○
小腸機能障害 ○ ○ ○

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 ○ ○ ○ ○
肝臓機能障害 ○ ○ ○ ○

65 歳以上の方に　介護保険からのお知らせ
介護福祉課（玉造庁舎）☎ ０２９９（５５）０１１１

いばらき身障者等用駐車場利用証制度について
社会福祉課（玉造庁舎）☎ ０２９９（５５）０１１１
介護福祉課（玉造庁舎）☎ ０２９９（５５）０１１１

健康増進課（北浦保健センター）☎ ０２９１（３４）６２００
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平成 23年度　住民基本健診のお知らせ
健康増進課（北浦保健センター内）☎ ０２９1（３４）６２００

【北浦地区】
期　　日 時　　間 地　　区 会　　場

１０月２１日（金） 　９：３０～１１：００ 中根・山田

北浦保健センター

１３：００～１４：３０ 吉川・繁昌

１０月２２日（土） 　９：３０～１１：００ 小幡・北高岡
１３：００～１４：３０ 行戸・南高岡

１０月２４日（月） 　９：３０～１１：００ 三和・長野江・次木
１３：００～１４：３０ 両宿・内宿・成田

１０月２５日（火） 　９：３０～１１：００ 小貫
１３：００～１４：３０ 全地区

【玉造地区】
期　　日 時　　間 地　　区 会　　場

１１月２１日（月） 　９：３０～１１：００ 玉川地区 玉川地区学習センター１３：００～１４：３０

１１月２２日（火） 　９：３０～１１：００ 手賀地区 手賀地区学習センター１３：００～１４：３０

１１月２４日（木） 　９：３０～１１：００ 立花地区 羽生地区学習センター１３：００～１４：３０

１１月２５日（金） 　９：３０～１１：００ 緑ヶ丘・現原地区 榎本地区農民研修センター１３：００～１４：３０

１１月２６日（土）
　９：３０～１１：００ 谷島・横町・内宿・加茂

上宿・下宿・里 玉造公民館１３：００～１４：３０

１１月２８日（月）
　９：３０～１１：００ 浜・高須・川向

柄貝・泉・諸井
玉造保健センター１３：００～１４：３０

１１月２９日（火） 　９：３０～１１：００ 全地区１３：００～１４：３０

【麻生地区】
期　　日 時　　間 地　　区 会　　場

１２月７日（水） 　９：３０～１１：００ 太田地区 太田分館
１３：００～１４：３０ 大和地区 大和分館

１２月８日（木） 　９：３０～１１：００ 小高地区 小高分館
１３：００～１４：３０ 行方地区 西浦学習センター

１２月９日（金） 　９：３０～１１：００ 麻生地区 麻生公民館
※麻生保健センターより

変更になりました

１３：００～１４：３０

１２月 10 日（土） 　９：３０～１１：００ 全地区１３：００～１４：３０

【健診項目及び料金】
健診項目 料金

結核検診（19 歳以上） 無　料
肺がん検診（胸部レントゲン）40 歳以上 無　料
　　〃　　　（喀痰検査）40 歳以上 １，０００円
生活習慣病予防健診（19 歳～ 39 歳） ５００円
特定健診（40 歳～ 69 歳の国保加入者） ５００円
　 〃　　（70 歳～ 74 歳の国保加入者） 無　料
高齢者健診（75 歳以上） 無　料
肝炎ウイルス検査（40 歳及び未検者） １，０００円
前立腺がん検診（50 歳～ 74 歳の男性） ７００円
大腸がん検診（30 歳以上） ５００円

※�特定健診は、国保加入者の方のみ受診できます。国保以

外の方は各々の医療保険者からの通知等により確認をお願

いします。

※健診年齢は、平成 24 年３月３１日現在の年齢です。

※�健康診査受診券を世帯ごとに郵送しますので、ご持参くだ

さい。

※都合の悪い方は、別の地区で受診できます。

※健診時間は、厳守してください。

※�通知が来ない方、病院等で健診を受けている方その他ご不

明の点がありましたら、健康増進課へご連絡ください。

次に該当する方は、今回の健診を受ける必要はありません。
①病気、妊娠等の理由により検診を受けられない方
②学校、職場、他機関等で受診されている方
③行方市で実施した総合健診を受けた方

外国人（農業研修生等）の方へ
～事前の申し込みが必要です～

健康増進課（北浦保健センター）の窓口で直接お申し込み
ください。

【申し込みに必要なもの】外国人登録証・国民健康保険被
保険者証
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行
方
市
で
は
地
域
活
動
応
援
プ
ラ
ン
と
し

て
市
民
団
体
又
は
グ
ル
ー
プ
等
が
主
体
的
に

行
う
公
共
性
、
公
益
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
で
き
る
方

５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
等

（
構
成
者
の
過
半
数
が
市
内
に
在
住
・
在
勤
）

対
象
と
な
る
活
動

各
グ
ル
ー
プ
又
は
団
体
が
自
主
的
に
取
り
組

む
公
共
性
、
公
益
性
の
高
い
事
業
（
他
の
補

助
・
支
援
制
度
を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
）（
例
）
地
域
活
性
化
事
業
・

福
祉
・
子
育
て
支
援
活
動
・
環
境
・
防
犯
活

動
・
芸
術
・
文
化
活
動　

等

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
・
金
額

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
要
す
る
経
費
（
上
限
は

１
団
体
20
万
円
／
継
続
は
３
年
を
限
度
）

応
募
期
間

平
成
23
年
9
月
１
日
～
11
月
30
日

申
請
か
ら
の
流
れ

資
料
請
求
→
資
料
送
付
→
申
請
→
審
査
→
結

果
通
知
→
交
付
申
請
→
交
付
→
事
業
実
施
→

実
績
報
告

＊
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
交
付
要
綱
及

び
申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
詳
細
内

容
を
ご
確
認
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
め
が
た
元
気
補
助
金
の
ご
案
内

企
画
政
策
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は

　
　
　
許
可
が
必
要
で
す

○
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め
に
、
屋
外
広
告
物

　

を
表
示
す
る
と
き
は
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
（
※
屋
外
広
告
物
と
は
）
看
板
、
立
看
板
、
は

　

り
紙
、
は
り
札
の
ほ
か
、
広
告
板
、
建
物
な

　

ど
に
掲
出
さ
れ
た
も
の
な
ど
。
自
己
の
店
舗

　

等
に
、
店
名
、
取
扱
商
品
な
ど
を
表
示
す
る

　

場
合
も
屋
外
広
告
物
に
あ
た
り
ま
す
。

◆
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
「
ま
ち
の
良
好
な

　

景
観
の
形
成
」
と
「
公
衆
に
対
す
る
危
害
の

　

防
止
」
の
点
か
ら
表
示
場
所
や
大
き
さ
な
ど

　

を
規
制
し
て
い
ま
す
。

　
【
主
な
規
制
の
例
】

　

自
己
の
店
舗
等
か
ら
離
れ
た
場
所
に
表
示
す

　

る
場
合
な
ど

◆
屋
外
広
告
物
は
、
種
類
ご
と
に
許
可
期
間
が

　

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許
可
期
間
の
満
了
後

　

も
引
き
続
き
表
示
す
る
た
め
に
は
、
更
新
許

　

可
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
屋
外
広
告
物
の
許
可
手
続
き
や
許
可
基
準
な

　

ど
に
つ
い
て
は
、
市
都
市
建
設
課
へ
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。
新
規
に
店
舗
等
を
建
築
す
る
な

　

ど
に
あ
た
っ
て
、
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

　

際
に
は
事
前
に
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

操業期間　９月４日（日）～ 12 月 11（日）までの毎週土・日曜
　　　　　　※９月中は日曜のみ運航
時　　　　間　【麻生地区】１回目　午後１時 30 分／ 2 回目　午後 3 時 30 分
　　　　　　【玉造地区】１回目　午後１時 30 分／ 2 回目　午後 3 時 30 分
受付場所　【麻生地区】白帆の湯前駐車場内受付所
　　　　　　【玉造地区】道の駅「たまつくり」内帆引き船事務所
料　　　　金　大人　２，０００円／小人　１，０００円
　　　　　　※ 10 人以上の方は団体割引（10％引き）がご利用いただけます
問い合わせ　行方市観光協会　℡　０２９９- ５５- １２２１

ー
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
ー

筑
波
中
継
局
エ
リ
ア
拡
大
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

２
０
１
１
年

９
月
よ
り
、
筑

波
中
継
局
（
宝

鏡
山（
小
田
山
））

の
放
送
エ
リ
ア

が
広
が
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の

茨
城
県
域
向
け

の
放
送
が
図
の

よ
う
な
範
囲
で

受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
エ
リ
ア
内

で
あ
っ
て
も
地
形
や
建
物
等
の
影
響
に
よ
っ
て

電
波
が
遮
ら
れ
る
な
ど
、
視
聴
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
）。

　

受
信
す
る
た
め
に
は
、
特
定
地
域
向
け

の
混
合
器
と
筑
波
中
継
局
向
け
の
ア
ン
テ
ナ

（
垂
直
偏
波
）
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の
電
器
店
か
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
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Ｋ
の
放
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の
受
信
に
関
す
る
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術
相
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ヤ
ル

０
５
７
０
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０
‐
３
４
３
４

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

０
５
０
‐
３
７
８
６
‐
５
０
０
５

受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
８
時

※
12
月
30
日
午
後
５
時
～
１
月
３
日
は
ご
利

　

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

帆引き船
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『水道料金等のコンビニ収納』が始まります！

ー 365 日　24 時間　いつでも　どこでもー
　平成 23 年 10 月から発行される水道料金等（水道料金・下水道使用料）について、納入通知による「コンビ
ニ収納」が始まります。全国のコンビニエンスストアで、24 時間いつでもお支払いができるようになります。
また、この新しい納入通知書でも、これまでどおりお近くの金融機関・郵便局・市役所窓口でお支払いいただ
けます。
　取り扱い店舗は、下記のとおりです。便利な「コンビニ収納」で納入期限内のお支払いをお願いします。

【収納取扱コンビニエンスストア】
エーエム・ピーエム　スパー北海道　ファミリーマート　エブリワン　スリーエイト
ポプラ　ＭＭＫ設置店　スリーエフ　ミニストップ　くらしハウス　セイコーマート　　　
ヤマザキデイリーストアー　ココストア　生活彩家　ヤマザキスペシャルパートナーショップ
コミュニティ・ストア　セーブオン　ローソン　サークルＫ　セブン－イレブン
サンクス　デイリーヤマザキ　ハセガワストア　タイエー
※ご注意　納入通知書にバーコードのないもの、金額が 30万円を超えるもの及び納期限を過ぎたものは、コ

ンビニエンスストアでは取り扱いませんので、従来どおり金融機関又は、市役所窓口での納付をお願いします。

【問い合わせ】水道課（泉配水場内）℡ 0299-55-1108

○市税もコンビニで納付できます。
　お手持ちの納付書で納付ができます。ただし、納付書一枚あたりの金額が 30 万円を超えるものや納付期限を
過ぎた納付書での納付はできませんのでご注意ください。

【問い合わせ】収納対策課（麻生庁舎）℡ 0299-72-0811

問い合わせ　税務課・収納対策課（麻生庁舎）　☎ 0299－72－0811

税 金 のお知らせのお知らせ 今月の税金
固定資産税　第3期

国民健康保険税　第 3期

納付期限（口座振替日）

は 9月 30日です。

　市では、納税の公平性を保つため、督促状・催告に応じない市税滞納
者に対しては、積極的に滞納処分を実施しています。
　滞納処分とは地方税法および国税徴収法に基づき、やむを得ず財産

（不動産、給与、預貯金など）を差押えて、未納市税に充てることをい
います。
　事情により期限内に納付できないときは、収納対策課へお早めにご相談ください。

滞納処分について

行方市無料職業紹介所を活用してください！

　行方市では、北浦庁舎商工観光課窓口に無料職業紹

介所を今年 3 月にオープンし、求人・求職の相談業務

を行っています。

　6 月からは求人開拓員を雇用し、求職者に多くの情

報を紹介出来るよう求人情報の充実を図っています。

市内に居住し、職をお探しの方、身近で求職相談の出

来る行方市の無料職業紹介所をご活用ください。

【問い合わせ】商工観光課（北浦庁舎）
℡ 0291-35-2111

◇開設場所　商工観光課窓口（北浦庁舎）
◇開設時間　月曜日～金曜日
　　　　　　（土・日・祝祭日・年末年始は除く）
　　　　　　午前 8 時 30 分～正午・午後 1 時～ 5 時 15 分
◇求人・求職の取扱い範囲（対象及び地域）

求　　人 求　　職

対　　象 市内の事業所及び
近隣事業所

行方市に居住又は
居住予定の方

登録方法
求人申込票を提出し
登録（来所又は郵送）
登録有効期間：90 日

求職申込票を提出し登録
（本人が来所）

登録有効期間：90 日

※雇用関係給付については取り扱いません
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国道 354 沿線の
地域振興に取り組んでいます
国道 354 沿線の
地域振興に取り組んでいます

自性寺参道と山門

圓通寺の武田氏墓所

ふきのとう消費者交流

八幡神社に残る武田菱

霞ヶ浦ふれあいランド

霞ケ浦大橋

化蘇沼稲荷の芭蕉句碑

次木・両宿通り

幕末勤皇七志墓所

木崎城に鎮座する香取神社

国道 354 沿線地域振興協議会が設立
　国道 354 沿線の市民活動・商業者・まちづくり団体代表などが主体
となって準備会を重ね、この度『弐湖の国 354 沿線地域振興協議会』
を設立しました。
　本協議会は、広く市民の意見をまちづくりに反映させ、国道 354 沿
線の地域資源を活用して自然や農業を活かした観光、経済活動の向
上、さらには人に優しい居住環境の提供など、潤いのある豊かな地域
づくりに向けて積極的に事業を進めていこうとするものです。

県知事への要望活動
　８月２日 ( 火 )、伊藤市長が県庁を訪問し、橋本知事に対して、
東日本大震災で被災した鹿行大橋を早期完成するように要望しまし
た。また、行方市民の暮らしと地域経済活動に欠かせない新大橋の
必要性と市民の声を伝えました。
　そのほか、鹿行大橋開通に向け、国道 354 号線の地域振興策と
して、風景街道への登録やフットパス（景観散策）の整備を進め、
民間活力を活かした土地利用を図っていきたいと伝えました。橋本
知事からは、地域振興を図るために一日でも早く、開通できるよう
に進めていきたいとの回答をいただきました。

活発な議論がスタートした協議会

市民の声を橋本知事に要望する伊藤市長

―魅力いっぱいの国道 354 沿線―

フットパスゾーン

フットパスゾーン

新鹿行
大橋
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